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令
和
３
年
度
に
コ
ロ
ナ
減
免
の
申
請

を
し
た
人
へ

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
事
業
収
入
が
一
定
以

上
減
少
し
た
中
小
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、

事
業
用
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
を
２
分
の
１
ま
た
は
全
額
軽
減
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
令
和
４
年
度
は
こ
の
軽
減
措
置

の
適
用
が
な
く
な
り
本
来
の
税
額
に
戻
り
ま

す
。

土
地
の
固
定
資
産
税
に
対
す
る
特
例

措
置
が
変
わ
り
ま
す

宅
地
の
固
定
資
産
税
は
、
地
価
の
上
昇
に

よ
り
評
価
額
が
急
激
に
上
昇
し
て
も
、
税
額

は
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
く
負
担
調
整
措
置

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

納
税
者
の
負
担
感
に
配
慮
し
、
こ
の
措
置
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
土
地
は
令
和
２
年
度
税

額
に
据
え
置
く
と
い
う
特
例
措
置
が
と
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
措
置
は
令
和
３
年
度
限
り
の

特
例
の
た
め
、
対
象
の
土
地
の
税
額
は
令
和

４
年
度
か
ら
緩
や
か
に
上
昇
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
今
な
お
事
業
者
は
厳
し
い
経
済

状
況
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
業
地

な
ど
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に

限
り
本
来
の
負
担
調
整
措
置
よ
り
も
さ
ら
に

緩
や
か
に
税
額
が
上
昇
す
る
特
例
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
特
例
措
置
は
、
地
価
の
上
昇

に
よ
り
評
価
額
が
上
昇
し
た
土
地
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
地
目
が
変
わ
っ
た
、
土
地
の
形

状
が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
は
税
額
が
上
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

審
査
申
出
に
も
特
例
措
置

令
和
３
年
度
特
例
措
置
の
対
象
と
な
っ
た

土
地
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
の

納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
１５
カ
月

を
経
過
す
る
日
ま
で
は
審
査
申
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
通
常
は
３
カ
月
）

一
度
確
認
を

令
和
４
年
度
の
納
税
通
知
書
は
６
月
上
旬

に
発
送
予
定
で
す
。
届
い
た
ら
内
容
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

税制改正により、令和４年度から次の２点が変更になりました。６月中旬に納税通知書を送付しますのでご確
認ください。なお、税率の変更はありません。

子育て世帯の負担軽減を図
るため、国民健康保険に加入
している未就学児（６歳に達
する日以後の３月31日まで
の間にある人）に係る均等割
額の２分の１を減額します。

令
和
４
年
度
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
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ご
確
認
く
だ
さ
い

国民健康保険税が改正されます
� ●問い合わせ先　税務課　市税班　☎（248）1114

令和４年度から

① 世帯当たりの課税限度額（上限額）の引き上げ

② 未就学児に係る均等割額の減額

医療給付費分　　63万円　　⇒　　65万円
高齢者支援金分　　19万円　　⇒　　20万円
介護納付金分　　17万円　（改正なし）
� …40歳～ 64歳の人が対象

軽減割合
均等割額（医療給付費分＋高齢者支援金分）

法定軽減後 未就学児減額後

軽減なし世帯 34,000円 17,000円
７割軽減世帯 10,200円 5,100円
５割軽減世帯 17,000円 8,500円
２割軽減世帯 27,200円 13,600円

※未就学児1人に係る均等割額（年税額）

これまでの限度額
99万円

令和4年度からの限度額

102万円

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
２０
歳
以

上
６０
歳
未
満
で
退
職（
失
業
）す
る
と
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
手
続
き
を

行
な
い
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。一

方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、
退
職

（
失
業
）し
た
年
の
翌
々
年
の
６
月
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
。
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ

ま
す
。
こ
の
特
例
免
除
で
は
、
通
常
は
審
査

の
対
象
と
な
る
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審

査
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
被
扶
養
配
偶
者

だ
っ
た
人
も
、
配
偶
者
が
特
例
免
除
に
該
当

す
れ
ば
、同
時
に
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

免
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
主

な
ど
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免

除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
な
ど

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
、
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

②
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
）

▼
申
込
場
所

保
険
年
金
課
、
西
合
志
総
合
窓
口（
御
代

志
市
民
セ
ン
タ
ー
）、
須
屋
支
所
、
泉
ヶ
丘

支
所

保
険
料
の
免
除
・
猶
予
期
間
が
あ
る

人
へ
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年

金
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
に

追
納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
場
所

熊
本
西
年
金
事
務
所
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道路工事のため、
う回路通行となりま
す。

急カーブとなるた
め走行にはご注意く
ださい。皆さんのご
理解とご協力をお願
いします。

▶︎とき
６月上旬～
令和５年３月
（予定）

※再春医療センター
の出入口について
は誘導員および、
看板などでご案内
します

退
職(

失
業)

に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
特
例
免
除
制
度
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免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

再春医療
センター前駅

熊
本
電
鉄
菊
池
線

恵楓園

●
薬局

再春医療センター

現在の道路
う回路（車道）
う回路（歩道）
通行止め

N
至　御代志駅すき家

● 

���

至

　合
志
楓
の
森
小
中
学
校

恵楓園南側の道路が仮設う回路通行となります
� ●問い合わせ先　土地区画整理室　☎（248）1166

道路交通情報




